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Rの導入

Rとは

 有名な統計言語「S言語」をオープンソースとして実装 しなお
した統計解析ソフト

 モデル推定，グラフィック表示や簡単な計算の際に使用する

 様々なOSに対応しており自由にダウンロードできる
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インストールしてみよう3

RのDLは以下のリンクから

 R

http://o-server.main.jp/r/install.html

 R Studio (統合開発環境)

http://memorandum2015.sakura.ne.jp/index_rstudio.html

インストール方法

http://www.cwk.zaq.ne.jp/fkhud708/files/R-prg-intro/R-prg-intro_01.pdf

or行動モデル夏の学校の資料

http://o-server.main.jp/r/install.html
http://memorandum2015.sakura.ne.jp/index_rstudio.html
http://www.cwk.zaq.ne.jp/fkhud708/files/R-prg-intro/R-prg-intro_01.pdf


基本事項4

プログラムを書く場所
ソース画面

実行結果が表示される場所
コンソール画面

作成された
変数リスト

実行プログラム
履歴

グラフの表示場所

ファイルやパッ
ケージ情報



基本事項～ベクトル処理～5

←a : 変数で返す

←b : ベクトルで返す

←c : 行列で返す

←ベクトルごとの計算も可

コンパイルはここ

Or
[Ctrl] + [Enter]



基本事項～グラフ作成～6



基本事項～グラフ作成～

 大量のグラフを作りたいとき

 同じ形式でグラフを作成した
いとき
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R参考サイト

 R tips

http://cse.naro.affrc.go.jp/takezawa/r-tips/r.html

-基本的な使い方はここで大体分かる

 R tipsのまとめ資料

http://cse.naro.affrc.go.jp/takezawa/r-tips.pdf

 R wiki

http://www.okada.jp.org/RWiki/

-日本最大のRコミュニティー

-新規パッケージはここでチェック

-情報量が多いのでサイト内検索で効率的に必要な情報にアクセスする

 Use R

http://bin.t.u-tokyo.ac.jp/~hara/r.html

-羽藤研OBによるRのメモ
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http://cse.naro.affrc.go.jp/takezawa/r-tips/r.html
http://cse.naro.affrc.go.jp/takezawa/r-tips.pdf
http://www.okada.jp.org/RWiki/
http://bin.t.u-tokyo.ac.jp/~hara/r.html
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ここからが本番です！

行動モデル



行動モデル編

今日の課題

 今回のゼミで紹介したMNLモデル(多項ロジットモデル)を
使って交通手段モデルを推定します．
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行動モデルにも色々あります．

 連続量のモデル
例)自動車の走行距離，活動時間

 離散量のモデル
例)交通手段，目的地，経路，トリップの頻度，出発時間



推定に使うデータについて

 プローブパーソンデータ(PPデータ)
GPS搭載携帯電話と、インターネットを通じたWEBダイアリー によって、モニ
ターの1日の行動履歴および移動中の位置情報データ
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各交通手段のLOS(Level Of Service)や説明変数となりそうなデータは自分で作る

データクリーニング後の推定用データ



推定の手順12

 データファイルの読み込み
Rで推定する際はcsvファイルでデータを読み込みます．

←前の計算の消去

タイトル行あり/なし

データのディレクトリ指定

←0の要素が6つ並んだベクトルを生成する
推定するパラメータの数の要素分だけ設定する



推定の手順13

←ひとつの定数項は0とする(選択肢数-1)

←説明変数は目的地までの所要時間，料金

←初期値は0

説明変数はクロス集計などでデータ分析を行って決める．

例)女性は買い物目的が多い，晴れの日は徒歩移動が多い・・・



推定の手順14

代替手段生成可否：0or1

Pn i =
exp(𝜇𝑉𝑖𝑛)

 
𝑗=1
𝐽 exp(𝜇𝑉𝑗𝑛)

, 𝑖 = 1, … , 𝐽

ここを計算する多項ロジットモデル

サンプル数(hh)，列数1，要素がす
べて1である行列を作成する

およその桁を揃えて推定計算を
安定させるため100で割る



推定の手順

対数尤度を計算する際に，選択確立が0だとエラーとなる．(𝑦 = ln 𝑥 , 𝑥 > 0)

→選択確立が0だった場合に1を返す処理
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Pn i =
exp(𝜇𝑉𝑖𝑛)

 
𝑗=1
𝐽 exp(𝜇𝑉𝑗𝑛)

, 𝑖 = 1, … , 𝐽

多項ロジットモデル



推定の手順16

←”Data”の代表交通手段が”鉄道”
である行には1を，そうでない行には0

を出力し，Ctrainに代入

・・・(1)𝐿 = 

n=1

N

 

𝑗=1

𝐽

𝑃𝑛 𝑖
𝑑𝑛

最尤推定で計算

→観測されたデータが得られる「もっともらしさ」(=尤度)が最大になるようにパラメータを定める

d ・・・個人nが選択肢iを選択したとき1,そうでないとき0

対数尤度の計算 𝑖 ・・・選択肢
𝑛・・・個人

𝑙𝑛𝐿 =  

𝑛=1

𝑁

 

𝑖=1

𝐽

𝑑𝑖𝑛𝑙𝑛𝑃𝑛 𝑖 ・・・(2)



推定の手順17

optim関数：詳細は行動モデルの資料参照

推定結果について，t値，尤度比を計算

→パラメータ推定した後，得られた結果
が有意かどうかを検証する



推定結果18
コンソール画面

resはoptim関数の出力内容．

パラメータ値の最適解の値

最適化関数の目的値の最適値（ここでは最大尤度）

function :最適化の過程での計算の繰り返し回数，
gradient :計算の中で1 階偏微分計算が行われた回数

収束判定

エラーメッセージ

ヘッセ行列を用いてt 値の
計算を行っている．



推定結果19

コンソール画面

正常に回ったら・・・

 尤度比チェック

 パラメータの符号は仮定に反していないか？

 パラメータは有意に効いているか？t値検定の結果は？

 t 検定値

検定値は，パラメータ推定値をその標準偏差の推定値で
除した値です．サンプル数が十分に多い場合，t 値の絶対
値が1.96 以上であれば有意水準5%， 2.26 以上であれば
有意水準1%で有意といえます．

 モデルの適合度

修正済みρ^2値は，パラメータ数の影響を差し引いたモデ
ルの適合度を表します．



さいごに20

基本的な確認事項

 データセットは正しくできてるか
–空欄がないか
–誤字はないか（数字のはずが文字まざってるとか）

 ファイルの指定（場所・名前）はあってるか

 パラメータの指定（設定，宣言）はあってるか

 効用関数の式にミスはないか

 データをちゃんと読み込めているか

課題

PPデータを使って，行動モデルを推定してみよう．


